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右
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一 

 



 

政
府
は
、
在
日
米
軍
地
位
協
定
に
さ
え
違
反
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
在
日
米
軍
基
地
労
働
者
の
労
務
費
負
担
に
関 

 
 

す
る
要
求
に
応
じ
よ
う
と
し
て
い
る
。 

我
が
党
は
、
先
の
本
会
議
並
び
に
委
員
会
で
、
こ
う
し
た
態
度
を
批
判
し
、
政
府
の
見
解
を
た
だ
し
た
が
、
政 

 
 

 

府
の
答
弁
は
問
題
の
核
心
に
触
れ
る
の
を
避
け
、
そ
れ
に
対
す
る
見
解
を
明
確
に
し
て
い
な
い
。 

一 

在
日
米
軍
地
位
協
定
第
二
十
四
条
に
よ
れ
ば
、
在
日
米
軍
を
維
持
す
る
こ
と
に
伴
う
経
費
（
第
二
条
及
び
第 

 
 

三
条
の
施
設
及
び
区
域
並
び
に
路
線
権
を
除
く
）
は
、
す
べ
て
米
側
の
負
担
で
、
日
本
政
府
は
負
担
で
き
な
い 

 
 

も
の
と
解
す
る
が
、
ど
う
か
。 

二 

労
務
費
用
の
日
本
側
負
担
に
つ
い
て
、
福
田
総
理
は
本
年
十
一
月
十
四
日
の
参
院
本
会
議
で
、
「
地
位
協 

従
つ
て
、
こ
の
際
改
め
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
求
め
る
。 

駐
留
軍
労
務
費
の
一
部
負
担
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

四 

地
位
協
定
に
基
づ
く
基
本
労
務
契
約
第
四
条
に
あ
る
労
務
費
用
の
す
べ
て
、
す
な
わ
ち
給
与
及
び
諸
手
当
、 

 
 

社
会
保
険
料
、
児
童
手
当
に
対
す
る
拠
出
金
、
旅
費
及
び
従
業
員
の
輸
送
費
、
医
務
費
、
安
全
及
び
衛
生
費
、 

 
 

 

褒
賞
金
、
争
訟
経
費
、
宿
舎
費
、
従
業
員
の
福
利
に
関
す
る
経
費
、
管
理
費
、
求
人
広
告
費
は
地
位
協
定
第
二 

 
 

 

十
四
条
第
一
項
の
「
合
衆
国
軍
隊
を
維
持
す
る
こ
と
に
伴
う
経
費
」
に
当
然
含
ま
れ
る
と
解
す
る
が
、
ど
う
か
。 

五 

駐
留
軍
労
働
者
の
給
与
、
諸
手
当
、
社
会
保
険
料
な
ど
す
べ
て
の
労
務
費
用
は
、
日
本
政
府
が
一
時
立
替
え 

 
 

て
支
払
い
、
の
ち
に
米
側
か
ら
全
額
返
済
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。 

三 

政
府
は
、
「
地
位
協
定
の
枠
内
」
で
検
討
し
た
結
果
、
労
務
費
用
の
中
で
日
本
側
が
負
担
で
き
る
経
費
が
あ
る 

 
 

と
考
え
て
い
る
の
か
。
も
し
、
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
そ
れ
は
何
か
。
そ
の
理
由
と
法
的
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ 

 
 

た
い
。 

定
の
枠
組
み
の
中
で
結
論
が
出
る
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
「
地
位
協
定
の
枠
組
み
の
中
」
と
は
、
ど
う
い
う
意
味 

 
 

な
の
か
。
「
枠
組
み
」
な
る
も
の
を
形
成
す
る
地
位
協
定
の
根
拠
条
項
を
示
し
て
も
ら
い
た
い
。 四 

 



 

六 

労
務
管
理
費
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
政
府
が
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
し
た
資
料
な
ど
に
よ
る
と
昭
和
四
十
年 

 

度
か
ら
四
十
六
年
度
ま
で
の
集
計
は
、
日
本
政
府
の
立
替
え
払
い
が
六
十
九
億
八
千
八
百
万
円
、
米
側
か
ら
の 

 
 

返
済
額
が
六
十
億
六
百
万
円
で
、
未
払
い
が
九
億
八
千
二
百
万
円
あ
る
。
さ
ら
に
昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
五
十 

 
 

二
年
度
ま
で
の
集
計
で
は
、
日
本
政
府
の
立
替
え
払
い
が
約
百
九
億
円
、
米
側
か
ら
の
「
暫
定
的
返
済
」
が
二
十
三

億
四
千
七
百
万
円
で
あ
る
。
米
側
の
未
払
い
が
約
八
十
五
億
五
千
万
円
あ
る
。
仮
に
昭
和
四
十
七
年
度
以
降
に 

 
 

つ
い
て
は
、
暫
定
支
払
い
で
あ
る
と
し
て
も
日
本
政
府
の
立
替
え
払
い
と
の
差
が
あ
ま
り
に
も
大
き
す
ぎ
る
の 

に
も
か
か
わ
ら
ず
労
務
費
用
の
う
ち
、
労
務
管
理
費
だ
け
が
米
側
か
ら
一
定
の
金
額
（
暫
定
基
準
額
）
し
か
返 

 

済
さ
れ
ず
、
そ
の
基
準
額
を
超
え
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
日
米
間
交
渉
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
米
側
が
合
意
し
た
も
の 

 
 

に
つ
い
て
の
み
さ
ら
に
返
済
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。 

労
務
管
理
費
だ
け
が
「
暫
定
支
払
方
式
」
を
と
つ
た
う
え
、
さ
ら
に
交
渉
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ 

 
 

か
。
そ
の
理
由
と
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

 



 

七 

在
日
米
軍
地
位
協
定
で
さ
え
も
管
理
費
で
あ
る
「
調
達
労
務
管
理
事
務
地
方
公
共
団
体
委
託
費
」
は
、
米
側
が 

 

負
担
す
べ
き
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
か
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
米
側
の
未
払
い
分
が
昭
和
四
十
年
度
か
ら
四
十
六
年
度
ま 

 
 

で
の
総
計
で
九
億
八
千
二
百
万
円
に
も
の
ぼ
つ
て
い
る
。 

で
は
な
い
か
。
し
か
も
昭
和
四
十
七
年
い
わ
ゆ
る
沖
繩
返
還
協
定
後
、
と
く
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
顕
著
に
な 

 
 

つ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
沖
繩
返
還
協
定
の
際
、
日
米
間
に
取
決
め
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

こ
う
し
た
言
明
は
、
地
位
協
定
第
二
十
四
条
第
一
項
に
さ
え
違
反
す
る
不
法
な
態
度
だ
と
見
な
さ
ざ
る
を
得 

 

な
い
が
、
ど
う
か
。 

こ
の
未
払
い
分
に
つ
い
て
、
本
年
十
一
月
十
八
日
の
衆
議
院
内
閣
委
員
会
に
お
い
て
防
衛
施
設
庁
の
古
賀
労 

 

務
部
長
は
「
（
米
側
に
）
償
還
を
求
め
る
こ
と
は
な
い
」
と
言
明
し
て
い
る
。 

返
済
を
求
め
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

六 

 



 

九 

「
調
達
労
務
管
理
事
務
地
方
公
共
団
体
委
託
費
」
に
つ
い
て
は
、
本
年
十
一
月
十
八
日
の
衆
議
院
内
閣
委
員
会 

 

で
の
我
が
党
の
柴
田
睦
夫
議
員
の
資
料
要
求
に
対
し
て
も
、
昭
和
三
十
五
年
度
か
ら
三
十
九
年
度
ま
で
の
分
に 

 

関
し
て
、
米
側
か
ら
の
償
還
額
を
未
だ
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。 

八 
か
か
る
労
務
管
理
費
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
五
十
一
年
度
ま
で
の
未
払
い
分
が
約
八 

 

十
五
億
五
千
万
円
も
あ
る
。 

十 

地
位
協
定
第
十
二
条
第
五
項
で
労
働
者
の
賃
金
、
労
働
条
件
、
権
利
等
に
つ
い
て
は
、
「
日
本
国
の
法
令
で
定 

 
 

め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
未
払
い
分
に
つ
い
て
、
直
ち
に
、
米
側
に
対
し
全
額
返
済
を
求
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
い 

 
 

ま
、
な
お
返
済
さ
れ
て
い
な
い
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

さ
ら
に
、
国
内
法
の
「
行
政
協
定
の
実
施
等
に
伴
う
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
」
（
昭 

政
府
は
、
右
の
年
度
ご
と
の
米
側
か
ら
の
償
還
額
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

七 

 



 

ま
た
、
米
側
の
労
働
者
に
対
す
る
不
法
な
行
為
を
許
し
、
こ
れ
に
屈
す
る
こ
と
は
、
日
本
の
国
家
主
権
に
対 

 
 

す
る
侵
害
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
四
号
）
第
九
条
は
、
賃
金
、
そ
の
他
の
労
働
条
件
に
つ
い
て
は
「
防
衛
施
設
庁
長
官 

 
 

が
定
め
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

今
後
、
こ
の
よ
う
な
不
当
な
行
為
を
許
さ
な
い
よ
う
、
自
主
的
か
つ
き
然
た
る
姿
勢
で
対
米
折
衝
に
当
た
る 

 
 

べ
き
だ
が
、
政
府
の
見
解
は
ど
う
か
。 

に
も
か
か
わ
ら
ず
政
府
は
、
米
側
の
賃
上
げ
の
遅
れ
や
、
格
差
給
、
退
職
手
当
の
改
悪
な
ど
不
当
な
押
し
付 

 
 

け
を
許
し
て
き
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
協
定
上
か
ら
も
当
然
在
日
米
軍
の
基
地
労
働
者
に
対
す
る
賃
金
、
労
働
条
件
、
権
利
等
に 

 
 

つ
い
て
は
、
雇
用
主
で
あ
る
政
府
が
自
主
的
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
は
、
政
府
の
屈
辱
的
な
対
米
折
衝
の
結
果
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

八 

 



 

 

九 

十
一 
政
府
は
米
軍
に
よ
つ
て
、
労
働
者
の
生
活
と
権
利
が
著
し
く
侵
害
さ
れ
て
い
る
事
態
を
打
開
す
る
た
め
に 

 

①
退
職
手
当
、
格
差
給
な
ど
米
軍
の
改
悪
案
を
撤
回
さ
せ
る
②
給
与
改
定
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
国
家
公 

 
 

務
員
と
同
時
同
率
に
よ
り
、
実
施
す
る
こ
と
を
制
度
と
し
て
確
立
さ
せ
る
③
本
年
度
給
与
改
定
に
つ
い
て
は
、 

 
 

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
、
無
条
件
で
完
全
実
施
さ
せ
る
な
ど
、
米
側
と
屈
辱 

 
 

的
対
米
折
衝
を
改
め
自
主
的
姿
勢
を
も
つ
て
交
渉
し
、
直
ち
に
実
現
さ
せ
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。 

十
二 

労
務
費
負
担
問
題
に
つ
い
て
は
、
日
米
間
の
事
務
レ
ベ
ル
協
議
若
し
く
は
政
府
間
協
議
で
合
意
さ
れ
た
の 

 

か
。 

合
意
さ
れ
た
と
す
れ
ば
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

ま
だ
合
意
さ
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
い
つ
頃
さ
れ
る
予
定
か
。 

こ
の
問
題
の
交
渉
経
過
と
現
在
ま
で
の
相
互
の
主
張
を
国
民
の
前
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


